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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・庶務室より～塗装工事により職員の下足箱の配置がずれているそうです。本日、塗装終了し元の位置に戻しているそうなので、自分の番号の所に入れ直すようお願いします。番号を忘れた方は庶務室で番号を控えているそうなので確認して入れ直すようにして下さいとの事です。

・駐車場について～現在、職員の駐車場のぬかるみがひどくなっている為、庶務室の方で改善策を検討して行く予定です。

・塗装工事について～塗装工事は予定通り進んでおり、現在、東病棟のカウンターを行っています。西病棟は3/27～3/28に行う予定となっている為、ご協力お願いします。

・4/1入社式があります。時間は11:30～12:00の予定です。勤務の調整がつき次第、スタッフも参加するようよろしくお願いします。

・ウィズについて～休暇届などの申請について、遅刻届なのに休暇届で申請するなどの間違いが目立っています。申請する際は各自できちんと確認してから送信するようにして下さい。

　　　　　　　　　個人当てのメールだけでなく、各病棟単位で送られてくるメールもあるので各自きちんと確認し、報告の必要があるものはすぐにリーダーへ報告する様にしましょう。また、その日のリーダーは必ず朝･昼･夕確認していくようにしましょう。

・制服について～現在、新しい制服を準備しており、4/1から新しい制服となる予定でしたがサイズの確認の不十分があったとの事で4/16以降を目途に着用できるようにしていく予定です。

＜定期薬変更者＞

長谷川　陽一様～排便があるとの事でセンナリド(下剤)が止めとなります。排便状況の確認をしていきましょう。また、面会の際、ご家族へ「今飲んでいるのは肝臓の薬だけだ」と話すなど本人の薬や病気に対する認識の低さ見られています。薬に対する正しい知識を持ち副作用なども話していけるような関わりを持つようにして行きましょう。

吉田　光良様～夜間の睡眠の不安定さ見られ、刺激性(易怒的となりやすい)の高さや衝動行為の可能性、表情の鋭さが見られる事から今まで臨時薬として処方となっていたロドピン(向精神薬)(100)1T(就床前)が定期薬として処方になります。睡眠状況や刺激性についての観察を行っていきましょう。副作用として口渇や倦怠感等の訴えも考えられる為、飲水状況やプログラムでの様子も観察していきましょう。また、ご家族の方へ気を遣いすぎ、自分の事を話せずに抱え込んでしまう傾向にあり、その事が病状の変化へつながってしまう事が考えられる為、自分の考え、思いをスタッフやご家族の方へ言葉に出していけるように関わっていきましょう。

坂本　健治様～自ら希望され、夜間睡眠とれているとの事でネルボン(睡眠中間剤・鎮静作用)(10)1T(就床前)→ネルボン(5)1T(就床前)へ減薬となります。本人へ減薬となる事、減薬となって夜間の睡眠に変化が合った場合は知らせて頂く様、また、どのような薬であるのか加えて説明していきましょう。夜間の睡眠状況、日中の活動状況、幻聴の有無など精神症状の観察をしていきましょう。

横山　耕生様～本人より現在「調子が良い」と話されている事と年齢的な面を考え徐々に減薬していくとの事で服薬調整の為タスモリン(パーキンソン病治療薬)(1)1T止めとなります。

＜SST評価・検討＞

Ａグループ～前回「やらされている感じがある」という意見が聞かれている為『プログラムや移動の声掛けに対してどう思っているのか』について聞いています。冨田様は、優等生的な答えのみ話し不満やマイナス面は聞かれません。日常生活ではスタッフに、駒木洋士様の話が聞き取れない事や出河攻様にウォーキング中せかされる感じがする等、同室者に対する不満についての発言が聞かれています。SSTの最中では、同室者の方がいる為か不満等を話せないのではないかとも考えられます。今回はプログラムについての不満だけでしたが今後は日課や日常生活、他患者様との関わり、ご家族に関してなど、テーマを絞って患者様が抱えている事を話していけるよう関わっていきましょう。

Ｂグループ～『家族へ自分のことや、要望を伝える』事をテーマに行っています。吉田富秋様はお兄様へ面会に来てほしい事を伝える事をロールプレイされています。しっかりした口調で最後にきちんとお礼を伝える事も出来ておりとても上手に行うこと出来ています。浜谷正志様は、閉眼している事があり、スタッフの促しにのみ返答されていた為、自発的な発言が見られるよう関わっていきましょう。

Ｃグループ～『ＳＳＴについて(目的や、会話のポイントについて)』というテーマで行いロールプレイを行っています。松橋清子様が疥癬疑い解除となり参加し、目標を立てています。きちんと自分の考えを発表できています。皆様、きちんと挨拶を行い、目を見て、大きな声で等ポイントをきちんと抑えて話す事でき、全員が話をすること出来ています。

Ｄグループ～『調子について尋ねられたら(良いです、悪いですだけでなく一言つけ加えて)』をテーマに行っています。雰囲気良く行うこと出来ており、ウォーミングアップでは患者様が司会を行う事もあり、盛り上がること出来ています。ロールプレイでは皆様、きちんとテーマを理解され「良く眠れて、調子が良い」「ちょっと風邪気味で落ち着かない」など話す事出来ています。

Ｅグループ～『もしも、洗濯している時に困った事が起こったら』というテーマで行っています。短期目標を忘れてしまっている事あり、スタッフよりそれぞれの目標を知らせています。二人一組となって洗濯が終わったら次の人へ教えることをロールプレイしていますが、表情硬くし視線をあわせるなどできずにいます。平勝利様が内容とずれた発言が聞かれたり、春本司郎様は集中出来ない様子が見られたりとしています。

